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特別養護老人ホーム入所者における口腔機能訓練の口腔機能向上への効果
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わが国は高齢者率が上昇し,その結果,高齢者肺炎の約 7割が誤哄性肺炎であるといわれている.高齢者
はわずかな誤喋で重篤の肺炎や呼吸器疾患につながってしまうため,正 しい嘩下を行うことが重要となって

くる。そこで本研究は,特別養護老人ホーム入所者を対象に,日腔機能の状態を調査し,その後,日腔機能
の低下している入所者に口腔機能訓練を実施した.さ らに,日腔衛生状態もチェックし,日腔ケアは施設職

員に継続的に実施してもらい,こ れらの取 り組みの効果を調査して,検討を加えた.

対象は,研究開始時の年齢が74～93歳の施設入所者10名である.対象者には約 1か月半の間に4回の回腔

機能訓練を筆者らで行った.食後の日腔ケアは施設職員の協力を得て同時に行った.ま た,実施前後に口腔

機能評価 4項 日と日腔衛生評価 6項 目について,アセスメントを実施した .

その結果,日腔機能評価全項目において有意差が認められた (p<OЮ lま たはp<005).こ れより,個人の

「
1腔機能低下に合わせた個別の訓練プログラムを作成し,実施することで,よ り機能が向上することが伺え
た.口腔衛生評価では,舌苔付着状況に有意差が認められた (p<001)も のの,そ の他の項目は有意差が
認められなかった.こ の原因として,日腔衛生状態を改善する期間が短 く,同数が少なかったことや,筆者
らによる専門的口腔ケアを実施できなかったことが原因ではないかと思われる.本研究から,日腔機能や口
腔衛生の向 ヒには,歯科衛生士による専門的アプローチを継続して行うことが重要であると考えた.

キーワー ド:誤哄性肺炎,嘩下, 日腔機能訓練
Keywords:Aspiration iRelated Pneurnonia,IDeglutition,Oral Function Training

I.緒 言

わが国の「超高齢社会」は,現在の日本の大きな

課題の一つであることは,ほ とんどの国民が知る

ところである.2013年 に 65歳以上の高齢者率が全

人国の 25%に 達し, 4人に 1人が高齢者となった.

さらに,10年後には高齢者 1人 を若者 2人で支え

なければならないと言われている
1).厚
生労働省の

調査によると,平成 23年には,公的介護保険の 65

歳以上の第 1号被保険者は,約 2,978万 人,そのう

ち要介護・要支援認定者は約 515万 人であったと報

告されている
2).さ
らに,65～ 74歳 と75歳以上の

被保険者について,そ れぞれ要支援・要介護認定
を受けた者の割合をみると,65～ 74歳で要支援と

認定された者は 1.4%.要介護は 30%で あった.75

歳以上では要支援と認定された者は84%,要介護
は230%で,75歳 以上になると要介護と認定され

た者の割合が大きく上昇している
1).こ のような現

状から 10年後を見据えた場合, さらに深刻な状況

となることが予想される.
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また,高齢者率が 24%に達したちょうど同じ頃
の 2011年 には,日 本人の肺炎による死亡者数が脳

血管疾患を上回り第 3位 となった3,.そ の肺炎によ

り死亡した多くが高齢者で,高齢者肺炎の約 7割が

誤哄性肺炎であったといわれている
4).誤
哄性肺炎

は,食道に送り込まれなければならない食品や水分 ,

唾液などが器官や肺に誤って落ち込むことにより,

細菌が繁殖して炎症を引き起し発症する。高齢者の

場合,わずかな誤哄で重篤な肺炎や呼吸器疾患につ

ながってしまうため,正 しい哄下を行うことが重要
となってくる.摂食喋下のメカニズムは,食物を目
で見て,手に取って,日に運んで,日腔内に取 り込
んでから,哄下反射によって咽頭から食道を経て胃

にまで運び込む動作である.よ って多くの器官 (口

唇,舌,鼻咽腔,咽頭,喉頭,食道,胃 )の左右の

筋が協調して働く.誤熙はそのいずれかの器官の機
能が低下することにより引き起こされる.

このことから,高齢者の急増に伴い,高齢者の日腔

機能を維持・向上させることは緊急性の高い課題で

あり,摂食哄下機能の維持・向 Lを 目的とした日腔機

能訓練は,日腔ケアを含めさまざまな研究が行われて

いる
5‐91.そこで本研究は大岡ら

10'の
研究を参考にして,

特別養護老人ホーム (以下,施設と略す)入所者に

対して,日腔機能の状態を調査し,その後,日腔機

能の低下している入所者に口腔機能訓練を実施して,

その効果について調べた.さ らに,日腔衛生状態につ

いても調査し,その後に施設職員に国腔ケアを継続的

に実施してもらい,その効果についても調べた.

Ⅱ.対象および方法

1.対象
対象は,某特別養護老人ホーム (新潟市)入所者

日整費生こ癬惟

繭,霧藤
食物獲漫″痴皮

歯垢 .警 答,口 具
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のうち,意思疎通が可能な者で,研究内容について
の説明を十分に理解し,研究協力に同意が得られた

10名 (男性 3名 ,女性 7名 )で ,年齢は 74～ 93歳 (平

均年齢 828± 55歳)である.

対象者の日腔内状況は,4名は天然歯のみ,3名
は上下顎ともに局部床義歯装着者,3名 は上下顎全
部床義歯装着者である.義歯の清掃管理は施設職員

が行っている.

2.口腔機能訓練の期間と内容
1)口腔機能訓練プログラム

本研究における国腔機能訓練プログラムの概要は

次のとおりである.口腔機能訓練実施前に口腔機能お

よび口腔衛生の状態についてアセスメントを行った.

その後,筆者らは約 1か月半の間に4回の回腔機能訓

練を1対 1で実施した.その問,施設職員による食後

の回腔ケアを同時に行った。約 1か月半後,再度,日

腔機能および口腔衛生のアセスメントを行った(図 1).

2)口腔機能訓練の内容
口腔機能訓練である「口腔体操プログラム」の内

容は次のとおりである。国腔周囲に対する刺激不足

や感覚運動の体験不足における顎・顔面・頸部・肩

部の領域の触刺激に対する過敏を除去する目的か

ら,1.首 の体操 (国腔周囲の筋をほぐす),2.
日の開閉 (閉 日動作による飲み込みの力を強化す

る),3.唇 の体操 (口輪筋を鍛える),4.舌 の体
操 (舌筋を鍛える),5.頬 を膨らます運動 (口輪
筋や咽頭,喉頭の筋を鍛える), 6.発声 (口唇や

舌の動きをよくする),7.咳 をする運動 (誤哄し
かけたときや痰が絡んでいるときに外に吐き出す力

が強くなる),8.国の周りの筋強化体操 (よ り回唇・

口輪筋を直接的に鍛える),の 8種類である (図 2).

曰墜衛生の評価

醸,霧議
食物残鷹・ 痢皮

菫垢.:重苔1口 臭
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図 1 回腔機能訓練プログラム
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図2 回腔体操プログラム

3.ア セスメントの項 目
アセスメントは,日腔機能評価 と口腔衛生評価に

分け,実施前と実施後の 2回行った。アセスメント

項 目は表 1に示すとお りである。

表1 アセスメント票

― フセスメント禁 ―
ン',,,

:書畿機鯉1群轟■

●0織壼笙詳懸 |||

=謝籍1鶴露 :

= 
☆:まアtス メント奎量魯

1)口腔機能の評価項目
口腔機能評価は表 1に 示す 4項 目について

行った.初 めに,① 口唇閉鎖力 (直 径 3 cmの
ボタンの穴に凧糸 60(30× 2)cmを 付け,日 唇
と前歯の間の日腔前庭で衡えて口唇を閉じ,回
唇に力を入れて糸を引っ張リバネ量りで測定する.)

を測定した (図 3,図 4).正常値は約 600gと さ
れている。次に,②最大開口量 (平行測定器を使用
して精一杯開回した時の上唇から下唇までの距離)

を測定した (図 5).正常値は 3.8 cmと されている.

さらに,③音節交互反復運動 (5秒阻 口腔機能

測定器「健口くん'」 の付属マイクに向かって「/

pa/:口唇音」「/ta/:舌音」「/ka/:回 蓋青」をそ

れぞれ連続して発声してもらい,その回数を測定)

を行い,機能を評価した (図 6).その他,0反復
唾液嘩下テス ト :Repetitive saliva swallowing test

(以下 RSSTと 略す)は ,日腔機能測定器「健口 く

ん'」 を用いて,30秒 間,可能な限 り空鳴下を行った .

RSSTは 3回以上空哄下ができれば正常 とされてい

る.

図 3 ボタンプル

図 4 バネ量 り
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図5 平行測定器



遠藤優子 ほか :特別養護老人ホーム入所者における口腔機能訓練の口腔機能向上への効果 35

2)最大開口量

最大開口量の測定結果は,図 8に示すとおりであ

る.実施前の開口量の平均は 2■ ±07cmで ,実施

後は 2.8± 06cmと ,実施後における最大開口量に

有意差が認められた (p<001).

図6 口腔機能測定器「健口くん°」竹井機器工業株式会社

2)口腔衛生の評価項目
口腔衛生評価は,表 1に示すとおり,①食物残澄

または茄皮の付着,②歯垢の付着,①舌苔の付着 ,

①口臭の有無,のほか,⑤歯,義歯の有無,⑥義歯
の使用状況の 6項 目について行った.その際・食物

残澄または痢皮・歯垢・舌苔の付着状況については

4段階評価 (0:な し,1:1/3の 付着,2:2
/3の付着, 3:全体)で,日臭の有無は 3段階評

価 (0:な し,1:15 cm以上,2:30 cm以上)で行っ

た (表 1).

4.統計学的検討
本研究における統計処理は,日腔機能評価項目で

は t検定で,日腔衛生評価項目は Wilcoxonの 符号

付順位和検定を使用した。危険率は5%お よび 1%
とした。

Ⅲ.結 果

1.口腔機能評価
1)口唇閉鎖力
口唇閉鎖力の測定結果は,図 7に示すとおりであ

る.実施前の回唇閉鎖力の平均は 1,000± 212g,実

施後は 1,333± 150gで,実施後における日唇閉鎖力
に有意差が認められた (p<001).

^有意差ありlpく 001

・ 有意差あり:p<001

図8 口腔周囲筋の訓練による最大開口量の変化

3)音節交互反復運動
音節交互反復運動の測定結果は,図 9～ 11に示

すとおりである.実施前の 5秒間の音節交互反復運

動 は /pa/163± 9■ 回, /ta/154± 8.5回 ,/ka/14.9

± 10.2回 /であった。一方,実施後は/pa/199± 8.7

回 /, /ta/18.6± 7.6回 /, /ka/18.3± 9.0回 / と,  Vヽ

ずれも実施後における音節交互反復運動に有意差が

認められた (/pa//ka/:p<0.05,/ta/:p<0.01).
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図9 音節交互反復運動による国唇音の回数の変化

オ
有意差ありip<001

図10 音節交互反復運動による舌音の回数の変化
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図11 音節交互反復運動による国蓋音の回数の変化

4)RSST
RSSTの 測定結果は,図 12に示すとお りである.

実施前における 30秒 間の RSSTは 2.3± 1.9回 であ
り,実施後は 3± 1.5回 と,実施後の RSSTに 有意
差が認められた (p<OЮ5).
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2.口腔衛生評価
1)食物残澄または痢皮の付着状況
食物残澄または痢皮の付着状況の測定結果は,実
施前ならびに実施後の付着レベルは0レベル (いず

れも付着なし)であり,有意差は認められなかった
(p>0■ 0).

2)歯垢の付着状況
歯垢の付着状況の測定結果は,図 13に示すとお
りである.実施前の付着レベルは 02レベル (「付
着なし」 8名 ,「 1/3の付着」 2名 で,そ の他は
なしであり,実施後は 0レベル (全てのレベルで付
着なし)で ,有意差は認められなかった (p>o■ o).

有意差な し:p>010

図13 口腔清掃実施による歯垢付着状況の変化

3)舌苔の付着状況
舌苔の付着状況の測定結果は,図 14に示すとお
りである.実施前の付着レベルの平均は 2レベル

(「付着なし」1名 ,「 1/3の付着」3名 ,「 2/3の着」
1名 ,「全体」5名 )であり,実施後は 1.1レ ベル (「付

着なし」3名 .「 1/3の付着」3名 ,「 2/3の付着」
4名 ,「全体」 0名 )で ,実施後における舌苔の付
着状況に有意差は認められた (p<0.01).

'有意差あ噴 pく 001

図14 口腔清掃実施による舌苔付着状況の変化

4)日臭の有無
口臭の有無の測定結果は,図 15に示すとおりで
ある.実施前の口臭レベルの平均は 0.6レベル (「回
臭なし」6名。「15 cm以上」2名 ,「 30 cm以 上」2名 )
であり,実施後は 0.3レベル (「口臭なし」 7名 ,「 15

cm以上」 3名 ,「 30 cm以 上」 0名 )で,有意差は認
められなかった (p>o■o).

'有意差あり:p<005

図12 RSS丁 (反復唾液喋下テス ト)に よる嘩下回数の変化
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図15 口腔清掃実施による国臭の有無の変化

Ⅳ.考 察

1.回腔機能訓練について

1)口唇閉鎖力
口唇閉鎖力を高める訓練内容は,日腔体操の「 3.

唇の体操」,「 5.頬 を膨 らます」,「 6.発声 (/
pa/)」 ,「 8.回の周りの筋強化体操」があげられる。

このように回腔体操の中に回唇と口輪筋を鍛える訓

練が他に比べ多かったことから,効果が上がったも

のと考えられる。その中でも,初回のアセスメント

時に,よ く会話のできる対象者ほど口唇閉鎖力が高

いことが伺えた.反対に,普段あまり周りの人と会

話をしていない対象者は,今回の 4回の訓練で,回

数を重ねることで数値が上昇していくことが分かっ

た.こ のことから, 日常の会話や機能訓練で回腔周

囲筋が活性化し廃用予防にも繋がるのではないかと

考える。

2)最大開口量
最大開口量を高める訓練は,日唇閉鎖力と同様 ,

日腔体操の「3.唇の体操」,「 5.頬 を膨らます」,「 6.

発声 (/pa/)」 ,「 8.回の周りの筋強化体操」に加え,
「2.回 の開閉」があげられる.最大開口量におい

ても大きな効果がみられたのは, 日輪筋のストレッ

チを繰 り返すことで回腔周囲筋の柔軟性が養われた

ためと考えられる.

3)音節交互反復運動

(1)/pa/:口 唇音

/pa/の発声は,日唇音であるため,訓練の中の

「 3.唇の体操」,「 5.頬 を膨らます」,「 6.発声 (/
pa/)」 ,「 8.回 の周 りの筋強化体操」が関わって
いる.回唇と口輪筋を鍛える訓練項目が多かったた

め,/pa/の 発声における唇を閉める筋力が鍛えら

れ,効果が上がったものと考えられる.
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(2)/ta/:舌音

/ta/の発声は,舌音であるため,訓練の中の「4.舌

の体操」,「 6.発声 (/ta/)」 が関わり,効果を認
めることができた.対象者から「一番疲れる」との

意見が聞かれたが,筆者らも同じように感じていた.

舌は普段の生活で意識的に力を入れて大きく動かす

ことが少ないことから,少 しの訓練でも舌筋が鍛え

られたと思われる.こ のことから口唇を鍛えるプロ

グラムに比べ,少ない訓練内容で良い結果が得られ

たと考えられる.

(3)/ka/:口蓋音
/ka/の発声は,日蓋音であるため,訓練の中の

「 6.発声 (/ka/)」「7.咳 をする」が関わってくる。

西尾ら
11)の
研究では,/ka/の 発声が健常値におい

て /pa/や /ta/に 比べ測定値が低いことが報告され

ている。本研究においても同じような結果が得られ

た./ka/の 発声は喉の奥に力を入れて喉をしめる

ことで発声する。食べ物を飲み込み食道へ送るため

には一瞬呼吸を止めることが必要である.こ の動き

ができなければ,食べ物をスムーズに食道へ送り込

むことができないため,/ka/の 発声は誤哄せずに

食べ物を食道に送る訓練として効果があることが伺

える。

4)RSST
RSSTを 高める訓練は,「 1.首の体操」,「 4.

舌の体操」,「 7.咳をする」があげられる。訓練前の

RSSTは 2.3± ■9回 /30秒 で, 訓練後は 3± 1.5回

/30秒 となり有意差が認められた.RSSTの 回数は

訓練前後の差が少なかった.その原因として,訓練

中に,舌の動きや咽頭,口1芙頭の力が特別弱くない対

象者は正常な哄下を行うことができていても,日腔

内乾燥により,唾液量が少なく,飲み込む力がなかっ

たことが考えられる。したがって,哄下のための舌 ,

咽頭,喉頭を鍛えると同時に,唾液腺マッサージな

ど唾液の分泌を促進するようなプログラムを組み入

れることにより,良い結果が得られるのではないか

と思われる.

2.回腔ケアについて
1)食物残澄または痢皮の付着状況

実施前も実施後も共に0レベルであったたことは

施設職員の食後の回腔管理がきちんと行われていた

ためと考えられる.ま た,常 に開回していて回腔乾

燥症による痢皮が付着するような対象者がほとんど

いなかったことも要因として考えられる。
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2)歯垢の付着状況
歯垢の付着状況は 02レベルから0レベルと,と

ても低い数値であったことから,食物残澄または痢
皮の付着状況と同様に,施設職員による国腔管理が

きちんと行われていたことが伺える.

3)舌苔の付着状況
口腔衛生評価の中で,唯一,有意差を認められ
た.普段の歯磨きでは,施設職員が舌の清掃まで行
き届かないため,ブ ラッシングによる食物残澄や歯

垢の除去はできても,舌苔の除去までは難しいこと

が伺える.今回の回腔ケアでは,ブ ラッシングだけ
でなく口腔清掃ガーゼによる舌の拭掃も行ったこと

から,効果が顕著に現れたと考えられる。

4)口臭の有無
口臭の主な原因は,う 蝕,歯垢,歯石,舌苔,清

掃不良な義歯の装着などであるが,今回の回腔所見
より,一番の原因は舌苔であると考えられる.舌苔
の付着状況には有意差は認められたが,約 1か月半
の日腔ケアでは, 日臭の除去までは難しかったと考

えられる.

V.結 論

施設入所者 10名 に対して,日腔機能の状態を調
査し,日腔機能の低下している入所者に口腔機能訓

練を実施して,その効果を検討した。また,日腔衛
生状態も調査し,回腔ケアを施設職員に継続的に実
施していただき,その効果について検討した.その

結果,以下のことが明らかとなった.

1.口 唇閉鎖力は,実施前 1,000± 212g,実 施後
1,333± 150gで あり,有意差が認められた (p
<0.01).

2.最大開口量は,実施前 2■ ±0.7 cm,実施後  2.8
±0.6 cmであり,有意差が認められた(p<OЮ l).

3.音節交互反復運動は実施前 /pa/163± 9.1/5
秒,/ta/154± 85回 /5秒 ,/ka/14.9± 102回
/5秒 , 実方仁後 /pa/19.9± 8.7/5禾少, /ta/18.6土
7.6回 /5秒 ./ka/18.3± 9.0回 /5秒 であ り,
有意差が認められた (/pa//ka/:p<OЮ5,/
ta/:p<001).

4.RSSTは 実施前 23± 1.9回 /30秒,実施後 3±
上5回 /30秒であ り,有意差が認められた (p
<0.05).

5.食物残沿または痢皮の付着,歯垢の付着,日臭
の有無においては,実施前 。実施後に有意差は

認められなかった.

6.舌苔の付着状況は実施前 2レベル,実施後 1.1
レベルであり,有意差が認められた (p<OЮ l).

以上のことから,日腔機能訓練は,日腔機能の向
上に有効であったといえる.特に日唇,日輪筋を使
う機能訓練が多く,日唇閉鎖力,最大開口量は良い

結果に結びついた.

本研究から,日腔機能訓練,日腔ケアともに専門

的なアプローチを継続して行うことが重要であるこ

とが分かった.
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